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①  

八田ふれあいプロジェクト（平成 27 年 5 月～現在） 

ふくし小委員会が始まって間もなく、山梨県内は記録的な大雪となり、「災

害」に直面。委員会での話題は、「災害」「減災」が中心となりました。「も

しも」の時に支えあえる仕組みづくりを話し合ううちに、机上の議論ばか

りでなく八田地区のみなさんにも一緒に考えて頂ける目に見える活動をし

ていくこととなりました。 

平成２７年５月、もしもの時の「地域支えあいの仕組みづくり」として、

『組内世帯（家族）カード』の作成を開始。その節、ふくし小委員会では堅

苦しいと感じ、やわらかな感じを出すために「八田ふれあいプロジェクト」

として、第一歩を踏み出しました。ちなみに八田ふれあいプロジェクトは、

みんなが代表、みんなが庶務係の関係で自由にモノが言える集まりにする

ため、代表者などの組織はあえて作りませんでしたが、 

助成事業などの関係で今後対外的に必要となることを 

考え、のちに代表者を置くことになりました。ふれあ 

いプロジェクトの初事業でもある世帯（家族）カード 

は、八田地区自治会加盟世帯約１６７０世帯、組数９ 

９組のみなさんに参加していただき、毎年更新を行っ 

ています。 

八田地区ネットワークづくりを考える会（平成 28 年 8 月～平成 30 年 3月） 

南アルプス市地域支えあい協議体の説明会が平成２８年８月に開催、八田ふれ 

あいプロジェクトのメンバーも参加しました。

市内小学校圏域１５か所で第２層の協議体が設

置されることになり、八田ふれあいプロジェク

トで目指してきた「ゆるやかな見守りや支えあ

いのネットワークが出来たらいいね」と協議体

の目指すものが同じであることから、八田ふれ

あいプロジェクトが第２層協議体の核となって

活動を進めることとなりました。呼び名は「八

田地区第２層協議体」より「支えあいのネット

ワークづくりを考える会」としたほうが分かり

やすいと判断しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

南アルプス市 

② 
③ 

住民への説明は難しい・・ 
協議体を理解してもらうには？ 

出来る人が 出来ることを 出来るだけ 

 

『ちょっとした気づき』 
そこに気づくことが始まりです 

じゃあ、寸劇でやってみよう 

各方面で大評判 

見える化 

活動や進み方はそれぞれ 

八田地区 
ふくし小委員会（平成 26年 1月～平成 27年 4 月） 

南アルプス市社会福祉協議会の呼びかけで、モデル地区とし

て「ふくし小委員会」が発足。この委員会は、地域課題を地域

住民・団体の力で解決するための場として誕生。発足当時のメ

ンバーは自治会、民生委員、高齢者関係、子育て関係、ボラン

ティア関係の１５名で構成されました。行く行くは「ふくし井

戸端会議」として、市内の旧町村単位で構成し、地域組織の代

表の方々が、地域の力だけでは解決し難い課題を検討提言を

し、市や社協へ提案をしていくことを目的としました。今の協

議体そのものです。 

八田ふれあいの会 

（平成 30 年 4 月～現在） 

ふくし小委員会から始まった会の名称

や活動がいろいろとあったため、参加

者が戸惑うことも多くなり、ご意見か

ら名称と活動の住み分けを統一しまし

た。第 2層の協議体は「八田ふれあい

の会」と名称を変更し、第 3層の自治

会単位には「〇〇ふれあいの会」とし

ました。 

＊八田ふれあいプロジェクトは独自の

活動をしながら八田ふれあいの会をバ

ックアップする団体として同じ目的を

もって継続中。 

④ 

焦らずゆっくりゆっくり 

チラシをフル活用！ 

八田ふれあいの会 

八田ふれあいの会が動き出すまでの経緯
進んでは壁にぶつかり、試行錯誤しながら現在に至る過程を皆さんに知ってもらい、今まさに壁にぶち当
たっている方たちの参考になれば嬉しいです。

南アルプス市社会福祉協議会南アルプス市
山梨県
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